
％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

ａ ｂ ｃ ｄ

〇 〇 〇 〇

科目番号

令和５年度 年間指導計画 ④数学5

Ａ科:動物科学科　Ｂ科:植物科学科　Ｃ科:食品科学科　Ｄ科:人間科学科　Ｅ科:環境科学科

教　科 数学 科　目 応用数学 単位数 2

学

習

目

標

○1年次からの既習事項や中学からの基礎計算を復習し、基本的な問題を解くことができるようにします。また、自ら課題を見

つけ解決しようとする姿勢をみます。

学

習

方

法

○演習を中心として、基礎計算練習の反復に取り組みます。

○１・2年生から学んだ数学Ⅰ・Aの内容を教科書や就職対策のテキストを利用し、復習と演習の反復に取り組みます。

学年・学科 ３学年・全学科（選択）

教科書 中部日本教育文化会「テスト式就職数学　数学Ⅰ・A」

数と式、図形と計量、2次関数、場合の数と確率、図形の性質の

考え方に関心をもつとともに数学の良さを認識し、それらを事象

の考察に活用しようとする。

前期中間 25 0 25

前 期 末 25 0 25

後期中間

25 20 5

前期中間 25 20

25 0 25

後 期 末 25 0 25

5

ｃ 数学的な技能
数と式、図形と計量、2次関数、場合の数と確率、図形の性質に

おいて、事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法など

の技能を身に付けている。

前期中間 25 20 5

前 期 末 25

ｂ 数学的な見方や考え方

事象を数学的に考察し表現したり、思考の過程を振り返り多面

的・発展的に考えたりすることなどを通して、数と式、図形と計

量、2次関数、場合の数と確率、図形の性質における数学的な見

方や考え方を身に付けている。 後 期 末 25 20

後 期 末 25

5

前 期 末 25 20 5

後期中間

後 期 末 25 20 5

20 5

後期中間 25 20 5

5

前 期 末 25 20 5

後期中間 25 20 5

学期
単　元　名

（ 題 材 ）

学 習 内 容

（小単元）

評価の観点
単元の評価規準

学

　

習

　

評

　

価

評 価 の 観 点 評価の観点の趣旨 学期 重み付け
割 合

考 査 考査以外

ａ 関心・意欲・態度

20 5

ｄ 知識・理解
数と式、図形と計量、2次関数、場合の数と確率、図形の性質に

おける基本的な概念、原理・法則などを理解し、知識を身に付け

ている。

前期中間 25 20

評価方法

前

期

中

間

・授業態度

・授業課題

・小テスト等

・定期考査

【a】式の展開や因数分解に関心を

もち、目的に応じて式の変形をしよ

うとする意欲をもつ。

【ｂ】乗計算を指数法則として一般

化する良さや、素因数分解につい

て考察できる。

【c】式を目的に応じて変形したり

置き換えたりして、式の展開や因数

分解ができる。平方根を含む式の

計算や有理化ができる。

【ｄ】整式についての用語や乗法公

式、因数分解の意味を理解してい

る。数の概念についての理解を深

め、数の体系として自然数から実

数までの数の意味を理解し、拡張

する意義を理解している。

１　数の計算

２・３　整式

４　乗法公式

５　因数分解

６　無理数

７　一次方程式

８　連立方程式

9・10　二次方程式

11　一次不等式

１２　２次不等式

１３　命題と論理

１４　関数とグラフ

１５　２次関数のグラフ

・整式の加法・減法・乗法など

文字式についての基本事項の

理解を深めます。

・乗法公式や置換法を利用し

て、整式の展開をします。

・乗法公式を利用して因数分解

を理解します。

・方程式の規則に従って解を求

め、解が持つ意味について理

解を深めます。

・不等式を式変形で解くだけで

なく、グラフの視点から考察して

解きます。

・関数とグラフの関係性を理解

して、点の集合をグラフ化しま

す。

岩手県立盛岡農業高等学校
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評価の観点
単元の評価規準 評価方法学期

単　元　名

（ 題 材 ）

学 習 内 容

（小単元）

後

期

末

36～39

総合問題

【a】これまでの既習事項を活用し

て問題を解決しようとする態度があ

る。

【ｂ】数学的な考え方を基に，事象

を数理的に考察および処理して解

き、解決の過程を深める。

【ｃ】学習した体系的な知識を活用

し、数学的な表現および処理がで

きる。

【ｄ】数学の知識を適切かつ正しく

使うことができる。

・授業態度

・授業課題

・冬季課題

・小テスト等

・定期考査

後

期

中

間

・授業態度

・授業課題

・小テスト等

・定期考査

前

期

末

16　二次関数の最大・

　　　最小

17　二次関数の決定

18　三角比

19　三角比の相互関係

20　正弦定理

21　余弦定理

２２　図形の計量

【ａ】関数のグラフを最大･最小など

の問題を解くことに活用しようとす

る。

【ｂ】2次関数のグラフの性質をもと

に、平行移動後のグラフを導き、そ

の軸、頂点などの性質を考察する

ことができる。

【ｃ】関数のグラフを用いて、関数の

最大･最小を考えたり、不等式の解

を求めたりすることができる。

【ｄ】平行移動の意味を理解してい

る。関数の定義域の意味や最大

値・最小値について理解している。

多角形の角の大きさを求めること

ができる。

・授業態度

・授業課題

・夏季課題

・小テスト等

・定期考査

２３　集合

２４　場合の数

２５　順列

２６　組合せ

２７・28　確率

29　図形と角度

30　円の性質

３１　百分率と歩合

32　濃度・速度

33　合同と相似

34　面積

３５　体積

【a】和事象，積事象，排反，空事

象，確率の基本性質を集合と関連

づけて考察しようとする。

【ｂ】試行の結果を事象としてとら

え，事象を既知の集合と結びつけ

て考えることができる。不確定な事

象を，同様に確からしいという概念

をもとに数量的にとらえることがで

きる。

【ｃ】事象の排反の意味を理解し，2

つの事象が排反であるかを判断で

きる。反復試行の確率を，公式を用

いて求めることができる。

【ｄ】余事象の確率の公式を利用し

て，確率を求めることができる。確

率の乗法定理を用いて，確率を求

めることができる。
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